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mgr DED LRRD [FE REKE RFE, ARE 
自民党 和 JE J 制 の 強化 を 許さ な い 京都 実行 委 ] ら 街 宮 カ ー と 自民 党員 を 取り 囲み 「 オ 
۱ 二 市 民 グ ルー プ な どの 主催 に よる 「 建 ラオ ラオ ラー」 と 抗議 の シュ プレ 
. 21۳9 ری 6 انز 2 4 ۸ ما‎ ヒコ ー ル を 浴び せ た 。 ま っ た く 也 要 
2 月 11 日 、| 建国 記念 の 日 | ( 王 紀元 が 京都 会 館 で 行なわ れ た 。 沖 旨 還 体 
節 ) 粉 律 闘争 が 闘わ れ た 。 無政府 黒 。 ^ ! 日 の 丸 」 を 焼き 捨て だ 知花 昌一 
旗 部 隊 と 戦闘 的 学生 戦線 は デモ 行進 KoA, EMDR E ê 





ve 月 る Eee し た 。 集会 後 は 京都 市 役所 まで の 進 
ーー や TP 撃 デ モ に 出発 。 無 政府 部 隊 は 天皇 ア 
浴び せ た 。 キ ヒ ト の 拡大 写真 を ボロ くそ に コラ 
ー ジ ュ し た 黒色 巨大 横断 幕 を いっ ぱ 

「 建 国 神話 粉砕 ! い に 広げ 、 街 頭 に 繰り 出し た 。 四 条 
河原 町 交差 点 で は 市 民 、 学 生 ら と と 
も に 日の丸 」 破り 捨て 行動 を 行 な E 





AC 7۳۱12 ۳۳ ۲ | 


も うす で に この E] EHA CE っ た が 、 取 えな く e ` " ARRAMEKA” RMAT=ASEEA 
争 に 起 っ て か ら 何 年 に な る だ うか 。 殺さ れ た 。 警察 は 阪神 大 震 災 に 出動 E 
| 日 本 国家 」 は いま だ 減 び ず 、「 天 和 皇 」 し て いた よう で 、 デ モ 著 備 の 公安 は 外 の 事態 に 自民 党員 は あわ て ふた め 


は 厳然 と 存在 し て いる 。 果 た し て 定年 間近 の 警官 の 交 が 目立つ 。 き 、 公 安 刑 事 が 割っ て 入ろう と する 
HFA] 上 と は スケ ジュ ー ル に 組み 込ま が が 我々 は ハン ド マ イ ク の ボリ ュー ム 












۲ یر‎ いっ ぱい に ノイ ズ 攻 撃 を 加え 、 自 民 
KT 1 党員 を 冬 の 都 大 路 に 沈め た の だ 。 市 
較 細 役所 前 で は スク ラム を 組み 、 道 路 交 
- + 通 法 突破 の 密集 ぐね ぐね 戦闘 を 闘う 
۲۷ 豪華 無政府 絵巻 を 繰り 広げ 、 都 大 路 
چ‎ を 真っ 黒 に 染め 上 げた の だ っ た 。 さ 

来年 は 君たち の 番 だ 。 各地 で 燃え 
_ 上 が る 紀元 節 粉 砕 行動 に 君 も 参加 し 

よう 。 編 集 部 に 連絡 くれ れ ば 最寄り 
争 現 場 を 紹介 し ます 。 


ハカイダー 万 歳 ! 8 فك‎ 
黒 旗 掲 げ 」。」 ぐい ぐい الا‎ 


引 れ た 「 お 約束 |] な の か …。 毎年 そん 
な こと を 思い な が ら も 、 こ の 日 ば か 
り は 黒 旗 を 掲げ ず に は いら れ な い の 
だ 。 怒 念 こ ちる この 日 を 、 身 体 は 覚 
えて いる の だ 。 ま さ に 怒り の 無政府 
形状 記憶 合金 と な っ た 我々 の 身体 は 、 
今年 も 黒 旗 を 握り 締め 、 街 頭 へ と 飛 7 TSE 
び 出 し た 。 | 







تم 







ョ 行進 が 三条 交差 点 に 差し か か っ 
د ا‎ | DECC 9۶۱3(ع-7۳‎ ۴ 
E ا وی سبط و‎ : 1 ۱۵۱25 7-۱2۳ > DLR, رات‎ BI 
3 人 ی ی او‎ . 淡 路 大 震 

| 炎 仆 〇 街头 募 金 立 募 思 活 动 寿 自 
利光 は 行なっ て いた の だ が 、 そ 

語 1 も そ も 経 済 優先 で 乱 開発 を 繰り 
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植樹 祭 の 欺 路 


5 هم 5/9957( > زد ۳ کر ر‎ ۵ 0 
は 、 会 場 お よび 連絡 道路 建設 の た め 、 
膨大 な 森林 の 伐採 が 引き 起こ す 生 体 
系 の 破壊 等 を と も な う 「 自 然 環境 保 
護 ]、| 緑 化 運動 ] と まっ た く 無 縁 の 
も の で あり 、 天 皇 が 「 お 野立 ち 所 』 
と 呼ば れる 一 段 高い と ころ か ら 、「 お 
こと ば | を 述べ 、 参 加 者 が 天皇 を 爺 
き 見 、 出 退席 時 に は 日 の 丸 の 小 旗 を 
振り それ に 天皇 、 和 皇后 が 応え る と い 
う 徹頭徹尾 、 天 皇 震 美 の 儀式 で ある 。 
天星 が 「 お て まき 」、『 お て うえ ぇ 』 と 
言っ た 植樹 行為 を 見 ず か ら や っ て 見 
せる こと に よっ て この 列島 の 支配 者 、 
統治 者 と し て の 存在 を 誇示 する も の 
で ある 。 天皇 を 軸 と する 民衆 統合 攻 
撃 と 対決 し 、 恒 常 的 派兵 国家 へ の 道 
を す ] ち 砕く 闘い の 陣 型 を 構築 し て いこ う 。 


| DEAD SERIOUS 


する 目論み が ある の で ある 。 参加 者 


ee 


e 
ن‎ 向 3 
۳: 


72122 77 ۲ 0۵5۳۴20۳۲۱۰ 82/2 

后 は 平和 公園 内 の 原爆 死没 者 慰霊 碑 
に 白菊 を 献花 し た 。 

天 旦 制 護 持 の 為 に ボ JF رد‎ 2 
し た 結果 と し て の 広島 、 長 崎 が あっ 
だ の で あり 、 原爆 投下 を 引き 寄せ た 
責任 者 の 裕 仁 の 「『 遺 徳 」』 を 受け 継ぐ 
明仁 が 死没 者 を 慰霊 する .… こ の 被爆 者 
を 土足 で 踏み に じ る 行為 の 政治 的 な 
意図 は 、 奈 霊 の ポー ズ を と る 事 に よ 
っ て 戦争 責任 、 原 爆 投下 の 責任 を 追 
及 す る 声 を 回 避 し 、 戦 争 責任 論議 に 
終止 符 を うち 、 侵 略 の 歴史 を 欺 瞳 的 
に 清算 し よう と する も の で あり 又 、 

死没 者 を 『 天 息 と その 国家 の た め に 
死ん だ 、 章 べき る も る の |]』 と 美化 し 、 

天皇 の 赤子 で あっ た 日 本 人 民 の 、 侵 
略 戦 争 を 粉砕 し たえず 、 天 旦 制 を 解体 
し えな か っ た が 故に 自ら が 侵略 の 荷 
担 者 と し て 組織 され た 日 本 人 の 侵略 
の 責任 を 反故 に し 再び 民衆 を 侵略 の 
日 い 手 と し て 家 へ の 隷属 を 


ーー 


ーーー 









時 の 中 、 ハ ー ド 弾圧 を は ね の け 天 皇 
か ら 3 0 0 m の 地点 より 怒り の シュ | 
プレ ヒコ ー ル を 叩き 付け 、 市 内 を デ 
ES 


23 ー ク ジャ ン ポリ ー 


HERSE بل‎ ۲۷. 会 場 の ある 本 卿 町 に 
て ”「『 植 樹 祭 】 と 平和 を 考え る ミニ コ || 
ン サ ー ト ”" と 題 さ れ た 集会 が も た れ 
だ 。 (と の ネー ミン グ は どう か と 思う | 
が ) 

各 団 体 の 代表 及び 個人 に よる アピ ー 
ル の 後 、 あ る フォ ー ク シン ガー が 演 
奏 を 行っ た の だ が 、” 熱心 な 創価 学会 
員 バ ンド "” と し て 有名 な 虎 舞 龍 を 初 
175 ۲ 5 2-0 2 41 7۱28 << زا‎ 
区 
挙句 の 果て に アン コー ル を 求め た 某 
党派 、 組 合 の 中 年 活動 家達 の 感性 は 
無政府 部 隊 に と っ て 許容 し 難い も る の 











WARRIOR NO8 P-5 


、 o て ろ } と 機動 隊 の 指揮 者 の 指令 が 耳 。 くく り と し て 広島 で 開催 きれ 、 再 度 
が あっ た 。( 胡 清 剛 の 旧 の カ パ バー で だ 。 に は いる 。 機動 隊 の 無政府 シフ ト と 天 島 が 来 広 す る 。 2 1 1 ۴ TEE 
Ub れる か ! 2 EE, T あ ん た "۰ E ゆう 2 0 べき x Weg wr (MYn to RR IA ۳ . 
EN یمد زج وا‎ - Myn) FEKI, ۲ 9 ， 
i ウゥ ン ザ リ し 、 ボヤキ つつ も 最後 まで 者 

; 闘争 を 貫徹 し た 。 が し か し < 天皇 ノ 
ری حدم‎ 
つい دس‎ ۱۵۱۸ LE FT 等 
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` 更生 度 の 植樹 祭 は 東京 都 で 凍 催 され  . 
Bo PE!) IBE! と いう を ス > 一 
> ロー ガン が 空 念仏 で 終わ ら な い 闘 争 
を 創造 し て いこ う 。 双 、- 来 年 度 の 国 
. 民 体 育 大 会 は 、 و‎ 4 年 アジ ア 大 会 。 に 107 
و‎ re 1 
ی‎ 


SA 















a 8 る 京 京 都 ， 二 Se SS ーー 
. つう つ だ る よう な 暑 さ の 中 、 反 天 * け 付 け 、 デ モ 巡 り は 残す と ころ 

皇 制 共闘 ” KDE” 主催 の 下 に ラジ カリ スト 学生 、 e 2 ケ所 。 応援 部 隊 の 爆走 天使 の 名 を 持 
アナ キス ト が 無謀 に も 約 10 キ ロ に 及ぶ 超 ロ ング デ . つつ 女性 が 日 仏 会 館 前 に さしかかる や 否や 「 フ ラン 
モ を 貫 微 し よう と 三条 河原 に 集結 し た 。「 海 の 日 」。 ス な め と っ た ら あ か ん で 」 と か まし 核 実験 に 抗 
と は 日 需 が アジ ア 侵 略 戦 争 に 突入 する 1941 年 「 海 e 議 。 あ の 堅苦しい 紋 切り 型 の コー ル は 「 天 皇 制 イ 
洋 思想 の 普及 を 以 て 祝日 化 を 図り 国民 統合 し た 流 @ ヤン ん 」「 海 の 日 イヤ ン ん 」「 つ いで に 国家 も イヤ 
れ を くみ 、 現 在 そ の 目的 を "海洋 国家 日 本 の 繁栄 ” @ て ん 」 と 一 変 す る 。 メ ッ ト を か ぶっ た デモ 隊 は 一 
と し アジ ア の 民衆 を 支配 搾取 し 、 海 外 派兵 策略 す ° 瞬 何 が 起こ っ た の だ と 動揺 を 隠し きれ な か っ た が 、 
る の で ある 。 そ の 国民 の 祝日 化 攻 撃 (= 天皇 制 攻撃) 。 次 の 瞬間 「 イ ヤン ん 」 コー ル し て いた の は 言う ま 
を 紐 弾 する 連続 アピ ー ー ル を 終え 、 デ モ 隊 は ギラ ギ 。 で も な い 。 公 安 が メモ する の を 忠 踏 させ 、 彼 ら に 
ラ 照 る 太陽 の 下 、 横 断 幕 を 高々 と 揚げ 地獄 の ロン e 脱 カ ダメ ー ジ を 与え た 。 同 大 に 寄っ た 後 、 デ モ 隊 
グ デ モ 4 ケ 所 (三条 河原 一 京 大 時 計 台 前 一 同志 社 @ は 繁華 街 の 四条 通り に さ し か か り 、 店 頭 宣伝 調 の 
大 一 三 条 河原 ) 巡り へ 突入 し た 。 め ざす は 京 大 時 @「 四 条 通 り を ご 通行 の 皆様 私 達 は 天皇 制 に 反対 する 
計 前 ! 公安 刑事 も この 地獄 の 計画 を 知っ て か ちょ م‎ ~」 と 通行 本 人 の 無意識 に 訴え る サブ リ ミナル 作戦 
っ と 少な め 。 それ な ら こ っ ちの も ん だ 。" 天皇 制 粉 。 を と り 最 終 地 点 に 至っ た 。 デ モス タイ ル に 新しい 
砕 、「 海 の 日 」 祝 日 化 攻撃 を 許さ な い ぞ ー" と 怒り م‎ 。 風 を 吹き 込ん だ 歴史 的 出来 事 と 感じ た の は 私 だ け 
の シュ ブレ ヒコ ー ル 。 京 大 に 着い て 応援 部 隊 が 駆 e TESEDEDISD, KA رد‎ イヤ へん! 
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1995 年 8 月 14 日 、 ア メリ カ 大 使 
館 正 門前 に て 、 無 実 の 死刑 囚 ム ミ 
ア ・ ア ブ ・ ジ ャ マル に 対す る 死刑 執 
行 を 粉砕 すべ く 抗 議 行 動 が 、 ア ナ キ 
スト 、 各 支援 団体 、 死 刑 廃止 運動 グ 
ルー プ を 中 心 に な され た 。 昼 過ぎ か 
ら 続 々 と 集まっ た 抗議 の 人 々 は 警 窒 
公安 、 大 使 館 職員 が うろ うろ する な 
か "JUSTICE FOR MUMIA ( ム ミ ア 
は 無実 だ ) " "STOP THE 
EXECUTION, FREE MUMIA NOW! 
(死刑 を 撤回 し 、 直 ち に ム ミ ア を 吾 
放せ よ ) "と 書か れ た 横断 幕 を 広げ 
た 。 そ し て 再審 要求 と 死刑 執行 の 撤 
回 を 求め る 500 人 分 の 署名 用 紙 と 大 
統領 現 の 手紙 を 大 使 館 に 渡す た め 3 
人 だ けが 通さ れ 建 物 の な か へ と 入っ 
て いた 。 そこ で 待ち 受け て いた の は 
館内 を 歩き 回 っ て いる 武装 し た 軍人 
で あっ た 。 一 等 書記 官 の 対応 は 形式 
的 な も の で 10 分 ほど で 3 人 は 戻っ 
て きた 。 横断 幕 を 大 使 館 の 巨大 な コ 
ンク リー ト の ビル に 向け アピ ー ル 
し 、 ア ナ キ スト 達 よ り "STOP THE 
EXECUTION!” の シュ プレ ヒコ ー ー ル 


۱2 رات‎ E 


7 8 に 
E Ga) ۳ の i 


STOP THE EXECU’ 






































刑 执 行 


が 飛び 散っ た 。 抗議 行動 の 後 の 集 会 | 


で は 、 各 グル ー プ と の 交流 と 、 活 発 
な 意見 情報 交換 が な され た 。 そ し て 
今後 の 活動 に つい て 討議 が も た れ 、 
ム ミ ア の 死刑 攻撃 を 打ち 砕く べく そ 
れ ぞ れ の 思い を 新た に 終わ っ た 。 
27771 IE 7 HEEE 1! 


4 ۷ ۲105 MUMIA 
- ム ミア ・ ア プ ・ ジ ャ マル - 
プ ブラック パン サー 党員 で あり ジャ ー 


ナリ スト で あっ た ム ミ ア は 、1968 e 

年 (当時 14 才 ) より ブラ ッ ク AA 

ン サ ー 党 機関 誌 へ の 執筆 を 始め 、 不 یر‎ ce 

当 な 弾圧 を 繰り 返す 警察 に 対し 起り 寺 芝 さす 9 

を 訴え て きた 。 一 般 メ ディ ア が 取り رو‎ 


扱わ な い 事 件 に 取り 組み 「 声 な き 声 」 
と し て 知ら れる よう に な っ て いた 。 


1356 86 1890 ۴12 5. 19784 o. ERKE ICOINTELPRO, 


た $ ۵ ۳ 3 
هر ۵۵ ۱ رو‎ 
と な り 、 フ ィ ラ デル フィ ア 市 長 に よ いや る な どの 弾圧 を 加え た 。 こ の 
る MOVE ハ ウス の 強制 排除 が SWAT i 


や り 方 は 死刑 制度 と 共に 現在 も 行 
き 続 け 、 ム ミア に 対し て も アメ 
リカ 国家 に よる 不当 な 反 体 制 活 
動 家 へ の 抹殺 攻撃 が され ん と し 
て いる の で ある 。 

* 1 : 70 年 代 に ジョ ン ・ ア フリ カ の : 
提唱 し た 菜食 主義 、 社 会 シス テム へ ! 
の 非 妥 協 を 基本 に 全 生 命 体 の 解放 を 
志向 し た 革命 的 グ 


を 授 入 し て 行わ れ た 。 そ の 時 ム ミ 
ア は 警察 の 無法 ぶり を ラジ オオ 放送 な 
ど で 訴 え 続 けた 。1981 年 1 と 月 9 日 、 
当時 フィ ラ デ ル フィ ア 黒 人 ジャ ー ナ 
リス ト 協 会 の 会 長 で あっ た ム ミ ア 
は 、 警 官 が 兄弟 に 暴行 を 加え て いる 

現場 を 通り か か り 、 こ れ を 止め 
よう と し て 警 官 に 突然 腹部 
を 打 た れ た 。 に も 関わ ら 
ず 彼 は 「 警 官 殺 し 」 で 起 
放さ れ 、 古 い 新 聞 記事 

























me 9 ， 











WARROR No8 P-/ 


FALE EFT BEI! 


95 年 8 月 6 日 も 熱 吸収 度 100% 
の コス チュ ー ム に 身 を か た め た が 
ナ キ スト に 容赦 な く 陽 は 照り つけ 
で いた 。 

朝 欺 瞳 的 「 平 和 」 ム ー ド に 包ま ° 
れ た 原爆 ドー ム 前 に 戦闘 的 青年 了 . 
ナ キ スト 、 パ ンク ス 、 反 権 方 を 識 


う 仲間 達 が 集まっ た 。 多く の 通行 - 


人 が 行き 交 う な か 、 黒 旗 と 「『 友 日 
亡国 行動 / く た ば れ ア キ ヒ ド .! E 
27 |- 2۳722 ر‎ CHEHDhNERE EIS 
る が えり 、 拡 声 器 で 連続 アピ ー ル 
を 叩き つけ た 。 政府 、 広島 市 に よ 


95 年 8 月 1 5 日 、 武 道 館 、 靖 
国 神社 前 、 天 皇 と 国家 に よっ て 
戦後 50 年 を 慰霊 と 追悼 に 集約 
در # | 13 5 ۸8 9 [1۴7 ] ,ا‎ TE 
殺 の 歴史 の 「 精 算 」 完 結 し よう 
と する 国家 と 天皇 に 対し て 怒り 
の デモ が うた れ た 。 


Ê |‏ کر E] 8 tt ^ A‏ لا 
BES. RB ۶ |‏ .۱113518 2 2 
の 旅 を 強行 し 、 そ の 民 . 軍 戦 没 者 ど‏ 
も の 総 英 赴 化 の 集約 と し て 天皇 は 政‏ 
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U/ 


۳ 
hk 


SU 


ーー テー HEELS Û 


名 の 下 に 兵士 を 送り だ す 軍 都 で あ . 


る こと を 暴 い た 。 い まや 既成 ヒロ 


シマ 型 「 反 戦 平和 」 運 勤 は 国家 の 


品 力 で ある 戦争 の 本 質 を 校 戦争 に 一 


と ど め 、 そ の 真 の 被 定 者 に 目 を 向 . 
د 5 2 365 ال‎ > 23۱6 2 
、 テ チム を 強化 し て いる の だ 。 ジ 


VU ا جرج‎ 
Mn = ゴ パン グ 


“ドー ー ム 前 の 集会 を 終え 、 すでに 「 


デモ に 出発 し た アナ キー スト 部 隊 
と の 合流 地点 べ と 向 か っ た 。 我々 


رباع ساسا 


の 恨み を 「 精 算 」 し よう と し て いる 。 
以前 か ら 靖 国 闘争 を 担っ て きた グル 





ET 


告 を 交換 し あい 、 


平和 幻想 を 撃て ! | 


平和 سس‎ 


人 


(WARRIOR No7 ۳۵‏ 
هر رو 
C‏ هخا زر 4 26 0 5 ) 

رو ی 


ن 


7 وس و 

E‏ و 
な 挑発 を は ね の け デ モ を 貫徹 し‏ 
デモ 後 の 集 会 で は 各地 の 関 争 報‏ 
جر وود 
ム 層 動 の 可能 性 を 模索 セレ た 。 3‏ 


۲ ۳ 間 に 「 サ バティスタ の 


還 い の 記録 」 の ビデ オ 上 映 や 、 昨 - 
| 年 以来 の 伝統 無政府 歌 の 宮本 三郎 . 
۱ ۲:۱ 58818 6 ۵ م2721‎ * 


اه 


SOOO We esa ー プ 、 ア ナ キ ー ス ト 、 学 生 が 幾 千 も 
7200020 si の 血 の 河 を つく っ た 戦犯 、 侵 略 虐 殺 


者 ども の 英霊 化 を 紺 弾 すべ く 靖 国 神 


| 社 の 中 枢 へ 向け て 肉 飼 戦 を 試み た 。 


11 時 過ぎ に 九段 下 に 到着 し た デモ 
隊 は 暑く 煮え た ぎる アス ファ ルト の 
熱 と 虐殺 者 ども と その 取り 巻き 達 を 
既に 感じ 取っ て いた 。 デ モ 隊 は 、 あ 
ら ゆ る 攻撃 に 備え 防衛 体制 を は り 靖 
国 神社 へ と 向かう 。 境 内 前 付近 に 差 
し か か っ た ころ で 、 何 枚 か の 横断 幕 
が な びき 、 ト ラメ ガ か ら シ ュ プ レヒ 














コー ル が 姓 裂 し た 。 道 ゆく 通行 人 に 
ビラ が ま か れ 、 あ る 者 は 直接 声 で 放 
وه وه‎ 
行き 交 い 、 参 拝 者 ども が 通り 過ぎ る 

まさ に ずぶ ずぶ の 右翼 地獄 と いっ た 

どこ の ろだ 。 | 

その と き 突 然 、 黒 スラ ックス に 身 

を 固め 、 戦 闘 服 に 身 を 固め た 特攻 較 上 

を 引き 連れ た 右翼 ども が 殴り か か っ 
て きた の だ 。 デ モ 隊 は すぐ さま 横断 1 ね の け 靖 国 神社 へ 向け 
幕 を 盾 に し 、 円 陣 を つく り 、 右 翼 か FF 抗議 の シュ プレ ヒコ ー 
ら の 襲撃 に 対し て 怒り の シュ プレ ヒ ル を 叩き つけ た 。 














の 
KA 
这 


ん 達 は 、 上 敵国 神 社 の 大 鳥居 


を 正面 に 
見 据え る 位置 で 反 靖 国 行動 を 闘っ た 


۹ 
コー ル と 拳 を 高々 に 振り 上 げた 。 当 上 
黒 旗 刻 度 ナン バー ワン 
9 部 隊 と 合流 。 パ ワー アッ プ し た アナ 


然 ポ ボリ 公 ど も は や つら の お 仲間 。 デ ae و‎ 
- JE کر‎ Ê 7 -چ‎ 


1-۳5 35 8 < 1۱2 022۳ かま 
تور اقا‎ 
2 e CM. 文京 区 民 セ ンタ ー で の 「 戦 後 ۲۱۷۵۱ ,زا‎ 1۳140 
る 魂胆 が 見 え 々 で あっ た 。 あ まい ! 20 年 問題 連絡 会 議 」 の 集会 に 参加 是 湾 と な る 。 デ モ 最 終 地点 で アナ キキ 
右 相 に 身体 を は っ て 闘っ て いる デモ 軒 し た 各地 の アナ キス ト 達 は 、 正 午 に スト は 新た な る 無政府 戦線 へ の 闘い 
隊 は 全く ひる むこ と な く 、 さ ら に 夫 9 武道 館 で お こ な わ れる 「 黙 答 」 を 弾 و بیس ایو‎ 
い を 増し 反撃 、 の す ベベ デモ に 准 撃 、 市 民 に 「 剛 張 」 区 、 メ アン ツ を 和 失っ た ボリ 公 ど も は 織 
つい に 機動 隊 を 揚 否 し よう と アビ ー ル し た 。 ناج‎ | がら せ に 公安 刑事 の 犬 ども を 放ち 、 
が 登場 。 我々 = て デモ の な か で 旗 密 度 ナ ン イエ サー の 抗議 に も 関わ ら ず 尾行 
= バー ワン の 無 旨 圧 を か け て きた の で ある 。 FH 
ییوت‎ E! 





テモ 隊 は 「 靖 国 神社 解体 !」 の シュ プ 
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'96 年 6 月 初旬 に 
京都 大 学 北部 構内 
に あっ た 旧 動 物 別館 が 学生 
を 中 心 と し た 数 人 に よっ て 
占 損 され 、 そ の 建物 を か つて 使 
用 し て いた 今西 錦 司 に ちな ん 
で 「 き ん じ ハ ウス 」 と 名 付 
けら れ た 。 様々 な 人 々 が 
出入 り し 、 多様 な 交流 が 
発生 し 、 組 織 的 運営 を 
も た な い 自 主管 理 空間 
が 8 月 まで 存在 し た 。 
ーー ディ ング ルー た 、 
ゲス トル ー ム 、 カ フェ 、 
バー、 ダ ンス ルー ム 、 
も ちろ ん 住人 と し て の 住 
BE. キッチン も あり 、 飲 
み に 来 る も の 、 絵 を 描い て 
いる も の 、 ギ ター を か き 鳴 
す も の 、 シ 〇 ナー を クン クン す 
る も の 、ETC。 ま さ に 自ら の 場 の 獲 カ月 た ら ず の 空間 と な っ た きん じ ハ 
得 に 答え る べく ご っ つい 空間 で あっ た 。 ウス 。 こ れ な くし て は 見 えな か っ た 多く 
当然 な が ら 学 内 管理 を 企む 大 学 当局 に と _ の こと が あっ た は ず だ 。 そ の 記憶 の 灯火 
e は 消え る こと な く ぐ 、 た と え 細 々 と あっ て 
も 引き 継が れ て いく だ ろ 





















に 名 を 借り た 送電 停止 や 給水 
ガス 停止 攻撃 。 き ん じ の 住人 と 
その 仲間 は それ に 応え 、 当 
きる 、 局 に よる 学内 管理 の 上 卑劣 
A  ع‎ 25 2 .دح‎ "不法 " 
3 占拠 、 た し か に 体制 の 
シス テム に 対し て 反 権 
力 的 に 生き る こと だ 
ma みな 少な く と も と も 
自分 自身 の 内 外 に 潜 
む お 体制 に アン チ を か ざ 
し て いた ・「 失 われ た 








れ た 場 」 は 獲得 する も の だ 。 
アデ 多く の 問い か け を 残し た まま 2 








「 き ん じ ハ ウス 」 と いう " 場 " が な く な っ て し まっ た た 9 月 以降 も 、 き ん じ に 関わ 
っ た 人 達 の 中 の 数 人 が コン サー ト 、 個 展 等 を 企画 し 、 新 た な 表現 の 空間 を 再び 衝 
得 し つつ ある 。 1995 年 11 月 25 日 中 庭 ラ イブ” 世界 同時 グル ング ルン 大 作戦 ” 
INRA. 12 月 17 日 ケン シン カン 前 ライ ブ in 竜 大 、 12 月 22 日 Amherst Dorm 
Festeval "占拠 - 自治 に つい て & ラ イブ” 61. Kk Kk zk zk zk ای ار ار‎ x 





چم سم ببس 
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ご を 手 に 入れ 、 そこ か ら 電 
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1 a 
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ーー ーーー و‎ 
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ーーー ーー‏ ی 
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ーー 
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TIE 
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PT 
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て いる 人 に 声 を か け て い 1 


ーー キー ニー パー に ンマ プッ ーーー ニー 


E JDJ を や っ て も ら = 
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メキ ジョ で は ほ は メキ シコ シメ カメ ィ を 中 履 
こ ア ナ キ スト や 労働 運動 活動 家 、 そ 
し て 浮間 交 葉 半 ハ ー ド コロ アパ ンク ス 
ら が アナ キズ ム 運 動 を 広範 に 組織 し 
て いる 。 アメ リカ Love and Rage 
と 連携 し て 活動 する メキ シコ Amor y 
Rabia グル ー プ は 、 メ キシ コ 国 家 に 対 


し 果敢 な 戦い を くり ひろ げ 、 労 働 組 
谷 と も 共闘 関係 を 築き な が ら メ キシ 
コ の 地 で 無政府 を 拡大 きせ て いる 。 
メス メキ シコ Amor y Rabia が 結成 さ 
れ た だ た の は 1991 年 。 メ キシ コシ ティ を 
中 心 に 労働 者 、 学 生 、 市 民 、 パ ンク 
ス に 呼び か け 、 ア クシ ョ ン ・ ク ルー 
プ を 結成 。1992 年 に は ペル ー で 投獄 
SL アナ チキ スト ی‎ N as 
イイ パル アデ 示さ イン ペー= ン を 、 7 
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メリ リカ 类 你 侵略 5004313۷ د‎ コロ ン 
ブス ・ デ ー 粉 砕 闘 省 を 闘っ て きた 。 
1993 年 か ら 機 関 紙 Amor y Rabia を 
月 刊 で 発行 。 毎号 3000 部 が 大 学 、 地 
下 鉄 、 労 働 現場 な ど で 配 布 さ きれ て い 
る 。 





メキ シコ の 地 に 於 いて も 毎年 5 月 1 
日 に メー デー デモ が 和 を われ る 。 月 
全 党 、 制 度 的 革命 党 が 「 メ ヌキ シコ 革 
命 」 と 「 労 働 者 の 日 | を 祝う 日 で あ 


る の だ が 、 事 実 上 は 「 官 製 デ モ ] と 
し て 体制 を 補完 する も の と し て 機能 
し て いる 。 こ の | 官製 メ ー デ ー デ モ 」 
を 大 の メー っ ーー が Ee に | と を F 
ナ キ スト 諸 戦 線 や 武装 パン クス は 、 
昨年 か ら こ の デモ に 殴り 込み を か け 
る 「5・1 無政府 パニ ッ ク 作 戦 ] を 
闘っ て きた 。 昨年 は 市 内 各所 で 警察 
機動 隊 と の 攻防 戦 が 闘わ れ た 。 警察 
は これ を 受け 、 今 年 の 無政府 決起 を 
封じ 込め る 弾圧 攻撃 を 加え て きた 。 
だ が パン クス を 中 心 と し た 武装 アナ 
キス ト 隊 は 、 弾 圧 を は ね か えす 非 合 
法 無政府 遊撃 戦 を 組織 し 、 闘 いぬ い 


> 
0 -؟ 


UNA PUBLICACION MENSUAL 
RRR REVOLUCIONARIA 











ント の 近況 報告 


5 月 1 日 当日 、 警 察 は 各所 に 武装 装 
甲 車両 を 配 資 、 和 警戒 に あたっ た が 、 
パン クス ・ ゲ リラ 部 隊 は 警戒 網 を 突 
破 し 、 銀 行 、 ス ー パ ー、 マ ク ド ナ ル 
ド 、 バ ー ガ ー キ ング な ど 資 本 主義 を 
象徴 する 施設 を 襲撃 、 放 火 火 笑 攻 撃 
を 敢行 し た 。 民衆 を 搾取 し て いる 施 
設 に 対し て の みな され た 攻撃 で あっ 
だ に も か か わら ず 、 和 警察 は 「 反 市 民 
的 騒乱 | な ど と し て 反動 弾圧 を 加え 
< 戦闘 に 参加 し た アナ キス ト 労 働 
首 、 学 生 、 市 民 、 パ ンク ス 計 41 名 が 


警 祭 に 逮捕 され た 。 翌 2 日 に は Amor 
y Rabia の 事務 所 を 警察 が 急襲 し 、 機 
関 紙 や 印刷 設備 、 コ ン ビ ュー ター な 
ど が 押収 され た 。 こ の 他 各 メン バー 
の 自宅 に も 同様 の ガサ 弾圧 が 加え ら 
れ て いる 。 





メキ シコ で は 94 年 1 月 1 日 、 サ バ 
7 7 کم‎ 208 (EZLN) 
が 、 チ アパ ス 州 で 武装 蜂起 を 起こ し 
だ 。 Amor y Rabia グル ー プ の アナ ・ 
ラウ ラ は 、 サ パテ ィ ス タ 軍 束 起 後 、 
チア パス に 向かい EZLN の マル コ 





















ス 副 司令 官 と 会 見 し 、 イ ンタ ビュ ー  。 て いる 。 

を Amor y Rabia 紙 に 掲載 し た 。 了 

ナ ・ ラ ウラ は 、。 先 住民 解放 闘 委 や メ Amor y Rabia は 、 当 面 の 活動 方 
キン コ 国 家 と 対決 する 次 勢 な ど 基 本 針 と し て 、 自由 海賊 ラジ オ 放 送 の 
的 な 立場 性 は EZLN と 共有 で きた 開始 、 土 地 の 共 同 購入 で 自治 コミ ュ 
と し な が ら も 、IEZLN は 権力 と 戦 ニテ ィ ー 着 設 、 自 由 学校 の 設立 、 機 
7 組織 で ある が 、EZLN は まだ 一 関 紙 印刷 所 の 獲得 、 先 住民 解放 闘争 
個 の 軍隊 で も ある | と の マル コス 一 の 継続 的 支援 な ど を 挙げ 、 ア ナ キ ズ 
司令 官 の 言葉 を 引用 し 、 ア ナ キ ズム 運動 を 拡大 させ て いく と し て いる 
rela 

いく に は まだ 時 間 が か か る と 報告 し 


1 無 政 8 
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REFUSE REJECT‏ ات 
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し 6 SiDE" に も 収録 。 
"JUST AN ERROR" و‎ 


ぐっ と メロ ウ に な 、 っ た 本 作 は 自 
- 身 の レ ー ベル より の リリ ー ス 

と に か く 泣 いて し まい そう に な 
る 程 素 晴 ら し い 詞 は 北ア イ ル ラ 
ンド に 関す る こ と な ど ど を 歌っ て 
Na BERETS بجع‎ 5, 8 5 年 リリー ス 時 は メ 
we - ダー する か 、6le 売 り で し か 入手 で き な 
NNNN NT mee の 
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ی‎ Eo PIRT: 8860۳0۶85 2 BR 6 
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4 ッ の SKULD RE60RD よ り ! リ リ 
ナル と T0X E سکس‎ ( 
۸۹ 4 ル ョ ン ド の 素 晴 ら | 生還 ーi 
e PUNK SS 


CT Disco Graphy 


osuEeT RENEVER ーー 
DIRÎ 3 HERE’ 5 e 
VE. LP) _「 
0 CE き CRASS REGOROS よ 
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۱216 
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tk cicIV NOCINOII EIN 
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リ レ ア な の で 、 音源 を 持っ て い 
も 、 も ちろ ん 持っ て な い 人 に と っ て は 黒い カセ ッ ー 
は し っ と くる MUST ITEM と いえ る だ る う 。 0 ( に 
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本 SPUTT”, MERD 2 曲 仁 性 差别 主 
۲ ۰ ۱ 義 、 男 権 社会 を 告発 し 非難 し て い 0 
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ENEERVEEW: WITH AUS=ROETEN 


この イン タビ ュー は 9 4 年 の 夏 た 行わ れ た も の で 、 芝 表 が 拓 カ か な 
.32ج ۵ 9 7 ۲2227۰ مات‎ EE ۵-۸۲ رم مر‎ 2118 9 2 7 SUISSE راز ور‎ 2۳ AS و دج رن‎ 
AV OT TE ES /G ۳۹ OE と 7 の ショ ン ン バシ ンー た 
の OM EC Ct ERE E ETL ه 39 3 سا‎ 

۱ 4 39 を 設立 し て ホー ムレ ج‎ 
ス の 入 々 に 週末 に 食事 を 配っ て 回 ろう と 選 ot 
る 。 そ の 資金 を 作る た め に チャ リティ コン サー 


は な い だ ろ うか 。 


E...‏ جک جر 7 5 بخ 
Eric 一 エリ ッ ク 、 ギタ ー SERT‏ 
Dave 一 デイ ヴ 。 た だ 歌う だ け 。 ۱ 上‏ 
-AUS- ROTTEN っ で 名 前 は どん な 意味 が あ‏ 
SO‏ 


Eric — 実は それ は FAYE 集団 虐殺 と か ۰ 


نی بو بر عم کی 4رد 
語 の ほう が 聞こ を が よかっ た か ら ね 。 英語‏ 
وی که E‏ دک ای ای 
ホロ コー スト と か 第 二 次 世界 大 戦 と か 俺 達 が 絶‏ 
対 反 対 の 事柄 に 関連 ざけ よう と する けど 、 実 は‏ 
こう いっ た こと が 過去 に 起こ っ た 、 だ か ら 又 起‏ 
きる 、 そ れ を 止め る た め に 何 か し よ うっ て 事 を‏ 
暗 に 意味 し て る ん だ 。‏ 

- バ ンド を は じ め た の は いつ 頃 ? 

Eric- 1 9 9 1 年 の 春 頃 か な 。 あ いつ ら (HDX 
ン バ ー) の こと 何 入 か 知っ そ で て 、 バ ンド や ら な 
いか っ て 電話 く れ だ ん だ 。 

|- 当 時 の ピッ 
の ? 大 きい シー ン は あっ た の ? 

Eric 一 8 0 年 代 に ほ 天 きい シー ン が あっ た よう 
だ けど ね 。 それ で 8 0 年 人 氏 の 後半 か ら 9 0 年 代 
に か け て まっ だ く 消 え 雪 づ て し まっ て いた ん だ 
E 同時 に その 頃 あ た りか ら 再 燃 の 兆し を 見 
せつ つ あ っ た っ て 感じ が する 。 当 時 と 比べ て 今 
は 信じ られ な いさ らい ぞ そ か いよ 。 ۱ 

ー ピ ッ ツ バー グ で は よく プレ イ を する の ? _ 
Eric 一 可能 な 限り ね 。 で も ライ ブ を 開く の は と 
っ て も 難し いん だ 。 多く の 人 間 が パン タク シー ニン ۱ 
に いる の に イラ イラ する よ 。 
- 今 まで の リリ ー ス 作 は ? 

Dave 一 7 ep が 3 つ 、 ” Anti-imperialist 
が 最初 の リリ ー ス で 、" Fuck Nazi sympathy” 


が 2nd、 そ れ と NAKED AGRESSION E امک‎ . 
To コネチカット DMANKIND の と 3 4 Dave ー か つて 鉄鉱 場 が き だ あっ た 頃 、 هم‎ 
。 り に 白人 の 住宅 待 が ざき あ が っ た 。 そ の 工場 が 
DENE. $ DK BERNEDA 
۱-9 ماطا‎ 3 CREAN, 096 
っ た も の だ か ちあ 、 AEE ۱۵۸ 210 0۱۵ 





و 
いい ぜ 。‏ 


-AUS-ROTTEN は eem o E 


BRD? 
Eric 一 Yeah， 半 一 《 8۳ 政治 的 "。 歌詞 は 全 
て " 政治 的 " と いわ れる 事柄 を 取り 上 げ て いる 。 
- 歌詞 の 中 に ある 様 な こと を 実現 させ る た 
め に 具体 的 に 何 か 運 動 に 関わ っ た り 、 生活 
の 中 で 実践 し て いま すか ? 

Dave— 少し ずつ 、 そう ある べく 努力 を 傾け て 
いる よ 。 今 考え て いる の は 、 俺 ら を 含め て 15 
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ンジ バー ・ ク シー ン は どう だ っ た . 


Kohe 
- ピ ビッツ パー ۶۶-2 590552 ۶ 
02۷6-42527 ETH ORO, EPI 
な 意識 っ て の は 根強い も の が ある ま 。 で も そん 、. 
な に ナチ と か は いな い 。 郊外 に は 一 竹 府 、。 小 数 


E 






NT” Food not bombs” 


ト を 開 こう と 考え て いる ん だ 。 


ー ピ ビッ ツバ ー グ の ホー ムレ ス の 人 々 の お か れ ・ 


で て いる 状況 は 比較 的 、 よ り 深刻 な も の な の ? 
Erc 一 そう 言っ て いい と 思う 。 で る も 基本 的 に そ 
うい っ た こと は 大 っ ぴら に きれ で な MA ん だ 。 - 
市 側 と し て は 隠し て し まい た いこ Me 
現場 に いけ ば わか る よ 。 あ いつ ら み ん な ホー 
レス の 問題 を 公然 化 さ せな いこ と と で 、 و‎ 


次 任 を 追及 され な いよ うに し て いる ん だ 。 いろ る 1 


いろ な 団体 や 教会 が ホー ムレ ス に 食事 を 提供 し 


よう と 努力 し て いる の に 、: そう いっ た こと で き 8 


を も 公 に 聞か れる こと は な いね 。 


的 に は どう な の か な る - 


Eric 一 修 が 見 た 限り で は 黒人 も 自 も 曽 方 だ な 。 ー 
あま り ラ テン 系 の 人 は ピッ ツバ ー ダ に は いな い 
ムレ ス に は あら ゆる 人 間 ポ いる 。 


よる ホー 


な が ら そ の 手 の 奴 ら が 存在 し て る よう だ けど 、 
まだ 規模 的 に る 小さ いと ゆう 


人 々 が 人 種差 別 主義 考 記 な り が ち だ 。 


敗 し て اعد را‎ と か 互い に 不平 を 結い 合 
っ て て 、 け れ ど ぢ 差 本 的 に は た だ 工場 が 閉鎖 され 
て 娠 済 が 悪化 し た だ け で .. 

Eric 一 それ は 政府 が 人 々 を Fuck up する と き 、 
人 々 は 相互 に 責任 を 転嫁 し あう っ て こと の 顕著 


な 一 例 だ ね 。 不 況 で 仕事 が 無く な っ て 、 レ ー が 
ン 政 権 時 代 に 多く の 鉄鉱 場 が 障 鎖 きれ て し まっ 


こと も る あっ て で 、 今 ج‎ 
の と ころ 直接 的 な 問題 に は な っ で な いと いえ る 。 3 
Eric 一 パン クシ ー ン 内 部 で は その 閲 題 は 見 受け 8 
られ な いよ 。 か つて は レイ シス トス キン ズ 基 が 

か な り の 数 、 存在 し で いた みた い だ は けど 。: ت‎ 
的 に いっ て 、 ا کے کی‎ 


- め る な ん で 事 は 絶対 に し な い 。 
了 


مد ۲ رن جع رعر د ‏ را د جر 0 21۱5 را 


UATE 
ILI ADA 





た 。 そ う ゆ う 困 難 な 状況 に 陥っ た と き 、 : 入 々 は 
異な る 人 種 、 文化 、 宗教 を 持つ も の 同士 で 問題 
の 資 任 を 互い に 非難 し あう 。 な ん の 解決 に も な 
- ら な い の に .. 多 く の ア メリ カ 信 は 今 だ に 「[ あ の] 
愛国 主義 精神 っ て ゃ やつ を 持っ て いて 、 KHER 





むし ろ 問 題 な の 


- ビ ッ ツ バー グ の ホー ム レス ی اوه‎ 
と し て 多い の は どう いっ た 人 人達 で すか ? 黒 8 
も しく は 





っ て 乗る と も う 正 に シス テム っ て 感じ だ ね 。 


- そ うだ ね 。 政 府 は 異な る 人 々 の 較 に 分 断 を 


持ち 込ん で 相 争 わせ て お こう と し て いる み 
し ES 

“Erie ا‎ それ が 修 の 人 種差 別 論 の 概略 。 金 
持ち 共 は 貧乏 人 達 同士 を 伸 違 いさ せ て 、 問 題 の 
李 質 か ら 目 を 逸 ち せよ うと する 。 そう や っ て 互 
ゆ を 潮 し あわ せる 。 草 命 だ と か 、 
。 と が 起こ ら な いよ うに ね 。 


そ う いっ St 


3 Dave 一 ۳ ucking 大 馬鹿 共 が 人 種 間 戦争 が 起こ る 


- ぞ と か っ て いっ て る 。 皆 そう や っ て 全て を 解 
株 し まう う . と する 。 そ ん な の は 問題 じゃ 無い っ で て 
吾 に 気付 か な いん だ 。 ど ん な 人 種 で あろ う が 、 
どん な 現 壌 で 育っ て いよ う が 、 


自分 で 何 か 和 や らち 
な いこ を に は と ん で も な い 目 に 合わ され る 。 
あい つら は 検討 は ずれ の と こ ろ を 見 て いる を だ 


= な 。 と 
- あ な た 達 に と っ て の 「 革 命 』 っ て どう ゆう 


も の な の ? 

Eric 一 Oh jeez. 

Dave 一 この 国 が 建国 当時 に 主張 し た 理想 的 な 
も の だ っ た らい い だ ろ うけ ど 、 現 実は 全く 違う 。 
金 と 資本 と Fucking 欲 に 基 ず く シ ステ ム だ 。 本 当 
の 民主 王 義 な ら ば 、 資 源 や 食料 の 使わ れれ 方 は 人 
民 に よっ て 決め られ る べき だ 。 し か し 実際 に は 
少数 の 独占 資本 が 自ら の 利潤 追及 に 基づい て 洪 
定 さ れ て いる 。 その 決定 権 が 人 々 の 手 に ある と 
いい ん だ けど .. 


- 草 命 を 語る と き 、 私 た ちの 生活 の な か で 何 
が 出来 る と 思い ます か る ゃ 

Dave 一 俺 に と っ て 一 番 重 要 な こと は 人 々 を 教 
育 す る こと 、 メ ッ セ ー ジ を 広げ て 人 々 に 何 が 起 


中 こっ て いる か を 知ら せる こと 。 多く の 人 人 々 が 気 


付き 、 く だ ら な いこ と に 惑わ きれ な く な っ た 
ら .…You know., そ うい っ た こと が 必要 だ と 是 う 。 
Eric 一 どう 生き る か 、 何 を サポ ー ト も し 倒 を し な 
いか 、 少 し の お 金 で 価 が 出来 る か と いっ た こと 
を 個人 レベ ル で 工夫 する こと か ら 始 め れ る と 思 
a ۳ CSE 自分 自身 の 関 い に 勝 っ て い 
る っ て 事 だ と 軸 دا‎ ね 。 も うそ こと で 「 革 命 ] じゃ 
な いか な 、” BF 28 も の に な れ た ら ね 。 

+++ 4] 3 4 ぬ Drunk punks #2 TEHT... Re 
Punker- Blanks77 か Submachine の 奴ら か 
Eric&Dave-NO-. 1 
Punker- 誰 も いな い の ? مات رود‎ 書 う ご ち 
解っ て ん の ? 2 

سر ۳ 


ا ا ۱9 


- こ れ は 主 ヒ ラジオ 腹 な ん だ けど .… 
Erzc 一 えー 最初 に 教え て くれ な いと . 
の ave 一 MTV に 流れ る な ん て ۱ 


ー そ う 、 7/2 ۳ د 2 ۵ > اج‎ 


で 、 ど ビデ オ も 作ろ う 。 


Dave 一 それ じゃ あま ず は Epitaph と サイ ン し て 


か ら だ ね 。 

Eric 一 実は 今夜 CBCB で 撮る と と に な っ て る ん 
だ 。Smashing pumpkins の 後に ね 。 . 
ー ボ スト Nirvana に な る ん だ ね 。 

Eric 一 Oh Jeez, そ れ だ け は 冗談 で も や め て く れ 。 
Dave 一 カー トコ バー ン が 自 養 し た か ら 、 俺 た 


ューーーーー 


| トル テ ベ カー" に て DIRT. 


SoCiETY( 以 下 HS) の ギグ 。 


LEE シュ で 
FINAL 


WARNING( 以 下 FW). HYPOCRIICAL 生 


ち は メ ン バ ー の 一 人 を 殺し て 1 0 0 万 ドル 稼ぐ 
こる 人 まる を まき 

Eric 一 実は 今日 CBCB で 殺す ん だ 。 
Dave 一 雄 力 は 売れ る だ ろう ۶ 


Eric 一 話 を 戻 そう 。 そう 、 کر‎ ES 


は 個人 の 生 千 、 選 択 の チェ ンジ 、 バン タ や スタ 
gg RSV 


だ と 県 うら 
Dave 一 パン タク シー ン の 問題 は 周り の 全て か ら 


自分 た ち を 遠 ぎ け て し まう こと 。 他 の 入 々 と も 
一 緒 に 生き て いる 限り 、 心 を 了 紫 ぎ すべ き で は な 


いと 思う 。 パ ンタ シー ン 外 の 人 人 遅 に も メッ ゼー 


ーー を 伝え 、 共 に 学ん で いく べき だ 。 彼 O 
上 を 開け な きゃ いけ な い 張 本 人 た ちな の だ か 


2 
- あ な た た ち に と っ て パンド 


法 な わけ だ ね 。 

Eric&Dave 一 Yeah. 

- 何 か 達成 で きた と 思う 少な く と も バン ク 
シー ン に 変化 が 見 える . ? 

Eric 一 も ちち ん 。 俺 は 長い 間 パ ンク シー ン に た 関 


わっ て きた けど 、 そ の 著 、 パン ク は た だ 飲ん だ 


くれ て 物 を 壊し た り 、 ケ ンカ を し た り し て いた 
だ け だ っ た 。 で も AUS-ROTTEN と し て 活動 し て 
きた 過去 何 年 か の 間 に 、 よ り 多 く の ア ナー コ ポ 


リティ カル な バン ド が 出 て き て 、 多く の KIDS が 区 


シー ン に 様々 な 形 で 関わ むり 出し て きた 。 ア ナー 


る 例 は 艇 だ と 思う ん だ けど 、 ピ ッ 


ボ ポイ ヨッ キネ も だ り も で 
、 出来 る を だけ あい つら に (支配 階級 ) 頼ら ず に 生 
KES Ee ری‎ 


活動 を する と い 
うこ と が 、 そ うし た メッ セー 伝え る カー 


いい パンド だ と 思う 。 ど う も あり が と う ! 


況 は どう な の ? 敬 通 、 ア ナ キ スト の コミ ュ 
ニテ イー は 完全 に 区 別 さ れ た 形 で シー ン の 
外 に 存在 し て て 、 相 互 に 深く 結び 付き が あ 
ツバ ー グ 
で の 状況 も そう な の か な ? 

Eric 一 実際 アナ キス ト の 組織 が ある か どう か 、 
あま り わ か ら な いな 。 ゼ ピッ ツバ ー グ に は 大 学 が 
た くさ きん あっ て 学内 に 政治 組織 と か ある よう だ 
けど 、 パ ンク シー ン と と 業 が り が ある と は 思わ な 
いな 。 EER HED $ O. Food not bombs を 
始め よう と し て いる 。 個 人 的 に 大 学 と か に は 頼 | 
りく な いん だ 。 パン パン 次 と も し で 
何 か す る 。 李 の 人 々 か ら 狼 立 す る の は 良く 無い 
こと な の か も し れ な いけ ど .. わ か ら な いな 、You 
know, 俺 は バン ク で あ 9 パン ク が パン タク らし 
く 考 え 、 行 動 する 事 で 、 何 か が 出来 る っ て こと 
を 証明 し た いね 。 一 般 の 人 達 の す ポ ー ト も 出来 
る と 思う 。 結局 催 は 、 自 分 に と っ て の 助け に な 
ら な いよ うな 舞 織 に 頼り た く な い だ け だ よ 
-AUS-ROTTEN は 今 ア メリ カ で 一 番 カ ッ コ 


ュ ボ ポリ ティ カル シー ン が 明らか に 成長 し っ つつ ぁ E A 


る よ 。 5 年 前 に は そん な も の 無かっ た の に .。 


- パ ンク シー ン を 部 れ た と ころ で の 運動 の 状 
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